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自己紹介 （名刺交換に代えて) 



・ネットとAIの時代に、なぜ読書？なぜ図書館？

１．「価値ある情報は、基本として有料」が大原則

２．一次情報（当事者が発する情報、原典）で学ぶ

３．真偽を見極め、世界を見渡す 知識体系 を育てる

本日の３つのメッセージ
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ChatGPTとは？

・大規模言語モデル（単語の並びの出現確率分布）による
自動会話プログラム。真偽の判断はしない（できない）。

・2021年9月時点のネット情報しか学習していない。
→2023年9月27日、ネット閲覧の開始を発表。

・プログラミングや文案の作成、翻訳には有用になり得るが、
調べごと（事実の調査）での利用は、現時点では問題あり。

→ 誤情報を鵜呑みにして発信 → 捏造・改竄になり得る。

→ 他者の著作物が含まれており、無意識に剽窃の危険も。

・質問の工夫など、活用には「幅広い基礎知識」が必要。

→ 学校での学び・読書・見聞・対話が、やはり大切。



出典：NHK科学文化部ブログ http://www9.nhk.or.jp/kabun-blog/200/250456.html

AIにしかできない仕事 ／ AIにはできない仕事



出典：文部科学省https://www.mext.go.jp/content/20230714-mxt_senmon01-000030762_1.pdf

大学等における生成系AIの取り扱い



出典：文部科学省https://www.mext.go.jp/content/20230714-mxt_senmon01-000030762_1.pdf

大学等における生成系AIの取り扱い

「大学・高専における生成AIの教学面の取扱いについて」
（文部科学省 事務連絡） （抜粋）

（留意すべき観点）

○生成AIと学修活動との関係性、成績評価

○生成AIの技術的限界
（生成物の内容に虚偽が含まれている可能性）

○機密情報や個人情報の流出・漏洩等の可能性

○著作権に関する留意点



Q.（高校生からよくある質問）
「探究活動なんて、どうせ受験に関係ないのでは？」

→従来の「小論文」以上に
課題解決型の入試が生まれており、

「情報を集め、読み解き、自分の言葉で意見を伝える力」

がますます求められています。

「なぜ、調べ・考え・発信するのか？」
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【例】 お茶の水女子大学「新フンボルト入試」

「本総合型選抜は論理的思考力、探究力、コミュニケーション能力、
独創性など、従来型のペーパーテストでは測定しにくい種類の能力
や、これまでの活動や学習の成果も含めて受験者の潜在的な力
（ポテンシャル）を丁寧に見極めるユニークな入試です。

（中略）

第2次選考は、文系の「図書館入試」、理系の「実験室入試」により、
単なる知識量の多寡ではなく、その知識をいかに「応用」できるかを
問います。「図書館入試」は、昼食や休憩もまじえて6時間も図書館に
こもって一つのテーマについて小論文を作成します。この風変わりな、
しかし受験することで「何かをえられる」入試に是非トライして
欲しいと願っています。」

https://www.ao.ocha.ac.jp/ao/index.html

「なぜ、調べ・考え・発信するのか？」
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「ネットで何でも分かる」時代に、なぜ学ぶのか？

かつて知識は「所有」自体に意味があり
「独占」することに価値があったが、

現在は逆。創造したアイデアや知識は
広く発信することで新たな価値を生む。

「歩く事典」になるよりも、
「問題解決にはどんな情報が必要か」
「どこをどう探せば、求める情報が見つかるか」
「誰に訊けばより良いか」を推理する能力が必要。

→探究活動で、自由闊達な応用力を育てる。

写真出典：https://www.amusingplanet.com/2015/04/the-last-surviving-chained-libraries.html

鎖付きの本
（Guildhall library,London)



高大接続改革がもたらす変化

・知識・技能

・学歴シグナリング
（偏差値で序列化）
・殆どが４年で卒業
・社会からの批判

・マークシート式
・短い論述式
・小論文
・面接試験

高校 入学試験 大学

・知識・技能
・思考力・判断力・
表現力
・主体性・多様性・
協働性

３ポリシーの明示

・入学者受け入れ
・教育課程編成・実施
・学位授与

・自由参照式論文
（知識量→活用能力）

・プレゼンテーション

・グループワーク

ウォッシュバック効果



図書館が、「生きる力」を育てるために

学校図書館 
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